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全校児童による「大玉送り」

チーム一丸 みんなの絆 ともに輝く 南っ子（運動会スローガン）
９月１６日（土）、令和５年度船引南小学校・幼稚園大運動会が開催されました。前日の夕方、大雨となり、校庭

には水たまりができてしまいましたが、当日は、PTA 役員様はじめ保護者様のご協力により校庭の整備、テントや万
国旗などの準備などをスムーズに終え、予定通り８時 30分にスタートすることができました。
種目も徒競走、チャンス走、団体種目、全校種目や紅白リレー、ダンスなど盛沢山の内容で

した。今年は、連日の暑さにより校庭での練習が十分にできなかったにもかかわらず、種目は

もちろん、係の動きや応援の仕方までしっかり行うことができました。本番に強いみなみっ子

の底力を垣間見ることができまし

た。関係の皆様のご協力と応援に

感謝申し上げます。運動会の成果

を今後のみなみっ子の学校生活や

学習に生かしていきたいと考えて

います。

10月の主な行事予定
２日（月）２・４年おなか元気教室 １６日（月）ALT来校日/陸上グレートレッスン
３日（火）ALT来校日/６年修学旅行①（会津） １７日（火）幼 ALT 来校日/４・５・６年学校
４日（水）ALT・図書支来校日/６年修学旅行② 支援おはなし会/後期児童会（計画）
５日（木）１・２年獣医師派遣事業 １８日（水）小教研（２年は公開のため 14:30
６日（金）心の教室相談員来校日/１・２年校外 下校、他は 11:30下校）

学習（児童公園）/幼・小前期終業式/ １９日（木）幼小中一貫保育参観
職員会議 ２０日（金）全校遠足（大洗水族館）/

１０日（月）ALT来校日/幼・小後期終業式 幼秋の遠足（児童公園）
１１日（水）ALT・図書支来校日/３年校外学習 ２３日（月）陸上グレートレッスン

（リオンドール）/４年校外学習（星の ２４日（火）ALT来校日/就学時健康診断
村天文台）/全校集会 ２５日（水）図書支来校日/マラソン大会

１２日（木）１・２・３年学校支援おはなし会/ ２６日（木）さつまいも収穫
５年校外学習（デンソー福島） ２８日（土）市こども議会

１３日（金）ICT支・心の教室相談員来校日/ ３１日（火）ALT来校日/
愛校活動/幼休園日 ３年性に関する学習/

１５日（日）田村富士ロードレース大会 後期児童会②（総会）



～PTA資源回収～
８月２０日（日）早朝より、PTA資源回収が行われました。これまで、七郷地区では伝統ある PTA

活動として継続してまいりましたが、本年度は、学校統合により芦沢地区にもご協力いただくこと

となり、回収場所を旧芦沢小駐車場にも設け、南小校庭と合わせて２か所の回収となりました。PTA
役員様を始め、各区地区委員の方々が中心となって、学区民の皆様のご協力により回収やトラック

への積込みをしていただきました。教職員も２か所の回収場所に分かれて積込みを行いました。

地域の皆様のご協力により、５２４，３３７円の収益金がありましたので、ご報告させていただ

きます。この収益金は、船引南幼稚園・小学校の子どもたちの教育活動の充実を図るために有効に

活用させていただきます。ありがとうございました。

また、次年度も計画しておりますので、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

～第2回PTA奉仕作業～
９月３日（土）、第２回 PTA 奉仕作業が行われました。今回は、特に運動会に向けての環境整備

をねらいとして実施しました。
保護者の皆様には、自前の刈り払い機や軽トラックなどのご協力をいただき、手際よく校庭はじ

め校舎周りの除草作業をしていただきました。また、運動会の入退場門を立てる作業もしていただ
きました。
１時間の作業

でしたが、分担
された箇所を中
心に除草、草の
回収、運搬を見
事な連携で行っ
ていただき、き
れいになりまし
た。ありがとう
ございました。

〈つぶやき〉「うそをつく」「いやなことがあるとすぐ逃げる」「ごめんなさいが言えない」子は学校では指導の対象
とされます。この理由を考えることで子育てのポイントが見えてきます。「怒り」「不安」「悲しみ」などのマイナス
感情を受け入れられる経験がない子どもは、自分に非があるような場面ではうそをつき、言い訳をし、逃げることば
かりを考え、絶対にごめんなさいを言いません。そのような場面では、身体の中から不安なエネルギーがあふれ出し、
そこから何とか逃げることばかりを考えるからです。素直に、「ごめんなさい」を言える子は、自分の非を認めても
世界は安全だという感覚を持っています。心から「ごめんなさい」が言える子に育てるには自分自身のマイナス感情
を大人に受け止めてもらって育つことが必要です。叱ることばかりを繰り返しているとマイナス感情があふれてくれ
ば危険にさらされるという体験をさらに繰り返していることになり、ますますマイナス感情を受け入れることができ
ず得体の知れない危険なものとして成長してしまいます。
大人は、「いやだったんだね。」「心配だったんだね。」「それは悲しかったね。」と受け止め、自分の経験を加えて「で

も大丈夫だよ。」と助言することで、マイナス感情も安全なものとして受け入れられるようになると考えますが…。


